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　昭和48年以来、羽幌町社会福祉協議会役員として社会福
祉事業に溢れる熱意を注がれ、この間、昭和58年から20年
間会長として、社会福祉協議会が住民主体の事業体である
ことを理解されるよう、意識の普及や拡大に努めるととも
に、組織の充実を図り住民と一体となった運営に努めるな
ど、地道な活動を通じて地域住民の福祉の向上と社会福祉
活動に多大な貢献をされました。

　昭和52年から平成15年までの26年間の長きにわたり、保
護司として罪を犯した人や非行をした少年の更生を支え
るとともに、犯罪や非行を未然に防ぐ為のボランティア活
動に励み、犯罪や非行のない明るい社会づくりに貢献をさ
れました。
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　平成17年4月1日、羽幌町の公益のため多額の寄附をされ、
地方自治の振興・発展に貢献されました。

　昭和62年ボランティア団体として発足、幅広いボラン
ティア活動に参加しており、他の団体の模範とするところ
であります。

　平成17年2月17日、羽幌町の公益のため多額の寄附をさ
れ、地方自治の振興・発展に貢献されました。

������������	
��

������������	
�

������

���

　平成4年に羽幌陶芸クラスに入会、平成6年には羽幌陶芸
の会を発足させ、意欲的に会員の指導育成に努められ、会
の充実を図るとともに地域に根ざしたサークルを目指し、
羽幌小学校、旧幌北小学校、羽幌高等学校教養講座などで
陶芸の指導を行い、地域に親しまれる陶芸の発展に尽力さ
れました。
　また、自らも作品の製作に励み、各陶芸作品展等で優秀
な成績を収め、特に平成１５年度には北海道高齢者陶芸展に
おいて最高賞の北海道知事賞、平成１６年度には北海道陶芸
展においても最高賞である文部科学大臣賞を受賞されま
した。
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　平成4年羽幌吟友会入会以来、意欲的に吟詠に励まれ、
資格審査でも優秀な成績を収め、現在は師範7段の資格を
取得され新会員の指導・育成に努めるとともに、会の会計
として会の運営と発展に尽力されました。
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　古生代の学術的に貴重な化石に憧れ、平成3年羽幌古生
物研究会に入会以来、羽幌地域の古生代に眠る化石発掘研
究等を積極的に努め、採取した多くの化石を地域の歴史的
資料として羽幌郷土資料館に提供するとともに、会の会計
として会の運営と発展に尽力され、本町の文化振興に貢献
されました。
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　昭和58年天売カラオケ愛好会設立以来、22年の永きにわ
たり会長を務め、自ら率先して会の運営と発展に努めると
ともに、地域のイベントへの参加並びに企画を行うなど、
音楽を通じて地域文化の発展に尽力されました。
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　羽幌町体育協会事務局次長として昭和５９年から１１年間、
事務局長として9年間を務め、加盟団体の育成強化に努力
され、卓越した識見をもって本町のスポーツ振興に貢献さ
れました。
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　バレーボール愛好者をまとめてチーム作りに努めると
ともに、昭和５５年より羽幌バレーボール連盟の役員を歴任
され、さらに羽幌体育協会の理事として１９年の永きにわた
り本町のスポーツ振興に貢献されました。
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　羽幌野球連盟事務局長、理事長として２８年間の永きにわ
たって務められ、各加盟チームを指導育成し、連盟をまと
めて今日まで留萌管内の中心的な役割をもって努力され、
本町野球の振興に貢献されました。
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　平成3年からリトルジャガーズ野球スポーツ少年団の
コーチとして5年、平成9年からは羽幌野球スポーツ少年団
コーチとして9年の14年間の永きにわたり野球少年の育成
に尽力されました。
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　昭和５９年より軟式野球公認審判員として活躍、また、国
体全道大会にも選手として出場するなど、永年にわたり本
町野球技術の向上に尽力され、野球の普及発展に貢献され
ました。
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　平成１７年度に開催された第１８回ほくでんカップ留萌地
区予選会並びに第３６回全道ママさんバレーボール大会留
萌地区予選会において優勝の栄に輝きました。
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　長年にわたり、町の文化財調査委員として、
羽幌町の文化財の調査・保存・育成に尽力。昭
和46年には羽幌町文化連盟を創設し、郷土芸能
の復興や推進に大きく寄与されました。
　郷土文化の伝承や文化に対する関心を高揚
させると共に、留萌地方文化団体協議会の会長
も長く勤め、伝統文化の発展に多大な貢献をさ
れました。
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　羽幌沿海フェリー社長。昭和55年に両島運輸
（当時）の社長として就任以来、船舶の増強、運
行便数の増加、待合室の整備などを進め、厳し
い経済事情の中でも、離島住民の生活と命を守
る航路の維持に貢献されました。
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　昭和25年第7回国勢調査をはじめとして、
数々の統計調査に従事されました。その強い
責任感と温厚誠実な人柄で、調査事務を行って
きたことは他の模範となり、統計調査の発展に
大きく貢献されました。
　また昭和27年に天売消防団員として消防界
に身を投じて以来、39年余りにわたり住民の生
命、財産の保全と地域防災に貢献されました。
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